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東京れんめい

　日頃より、東京都看護連盟の活動にご協力いた
だき心より感謝を申し上げます。
　診療報酬改定では、30年ぶりに3%を超える高
い改定率を獲得することができました。看護職の
組織代表議員の力はもとより、東京都看護連盟も
都内選出の衆参国会議員の方々に陳情活動を行う
など多くの議員に看護を理解いただく活動をして
おります。ベースアップ評価料では今年度と来年度
でベア3.2%を実現する賃上げ対応となりました。
　この時期は施設訪問にご協力いただいておりま
すが、社会情勢の変化の中、物価高で病院経営が
追いつかないという声も聴かれております。東京で
働く看護職の声を、各級議員に届けられるよう
尽力して参ります。
　さて、看護連盟は大きな転換期を迎えています。

会員数の減少による組織・財政基盤の弱体化への
危機です。特に20～30代の若年層の入会者の減
少です。
　この危機に対応し、今年度は青年部を支部に格
上げするとともに、施設支部から新たに、『信じられ
ない位、力のある星』UPS(Unbelievably Powerful 
Star)を青年部支部の下部に置き、若手会員の確保
に向けた活動を推進いたします。
　「なぜ今、看護連盟が存在するのか」Z世代の納得
感に焦点を当て、パーパスの策定に取り組んでい
ます。理解・共感・行動・定着のサイクルで、秋以降
に新たなパーパスへの共感と価値創造の活動が
始まります。都内で働く看護職の皆さんに東京都
看護連盟の活動へのお力添えをいただきますよう
お願いいたします。

　東京都看護連盟の会員の皆様には、東京都看護
協会の事業にご理解とご支援を賜り感謝を申し上
げます。7月28日に震度7の地震が熊本県で発生し、
甚大な被害がありました。被災された皆様に心より
のお見舞いを申し上げます。
発災当初から熊本県内で、そして8月3日には九州
地方の各県から災害支援ナースが活動を開始して
おります。一日も早く現地が落ち着きますように、
お祈り申し上げます。
　さて当協会では6月18日の総会で改選役員の
選出があり、新しい役員を迎えて事業をスタート
いたしました。新規の研修会や交流会等を企画
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しておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。
また令和9年度に向けて、国、東京都への政策提言
と予算要望を行う時期になってまいりました。連盟
の皆様からもご意見を頂戴しながら、看護職の人材
確保と処遇改善、生涯学習支援、自然災害への
対応強化をめざして活動を活発にしていきたいと
思います。
　これからも伊藤由美子会長はじめ、連盟会員の
皆様と連携しながら、それぞれの役割を果たせる
よう共に努力をしてまいります。
　今後とも一層のご支援をどうぞよろしくお願いい
たします。

７月28日の熊本県での地震により被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げます。



衆議院議員
あべ 俊子

　いつも大変お世話になり、ありがとうございます。
　２月に行われた第51回衆議院議員選挙では比例中国ブロックにて８回目の当選をすること
ができました。これも常日頃、皆様からご支援とご指導をいただいているお陰です。
第221回国会では、私は自民党孤独・孤立対策特命委員会の委員長を拝命し、委員長として特
に内密出産や子どもの自殺対策に取り組んでおります。また、JPFP（国際人口問題議員懇談
会）の生命（いのち）の安全教育プロジェクトチームの座長も拝命し、若年層への生命の安全
教育に関するシンポジウム開催など、忙しい日 を々送っております。先日は、日本国会代表団と
して、第２回ＩＰＵ（列国議会同盟）世界女性議員会議（セルビア）にも出席致しました。
　そのなかで、皆様の業務改善のため、病院記録の課題の洗い出しと対策、電子カルテの１患
者１カルテへの改善も進めております。

　今後も看護職の皆様が安心して働き続けられる環境づくり、そして専門職としてのさらなる資質向上を支援する
ため、看護連盟の皆様と連携を密にしながら、より一層努めてまいる所存です。
　引き続きご指導ご支援よろしくお願い致します。

衆議院議員
たかがい恵美子

　東京都看護連盟の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
平素より、国民の健康と福祉の向上、そして看護職の発展のため、日 ご々尽力いただいており
ますことに、心より感謝を申し上げます。
　このたびの熊本地震により、尊い命を失われた方々に謹んで哀悼の意を表しますとともに、
被災されたすべての皆様に心よりお見舞い申し上げます。被災地では今なお、多くの看護職の
皆様が厳しい環境の中で懸命に活動を続けておられます。その献身的なご尽力に深く敬意を
表するとともに、一日も早い復旧・復興を心よりお祈り申し上げます。
　政府においては、七月に経済財政運営と改革の基本方針（骨太の方針）が閣議決定され、
責任ある積極財政をはじめ、社会保障分野における今後の方向性が示されました。こうした中、
国民が安心して必要な医療を受けられる体制の充実と、医療現場を担う看護職の皆様が

安心して働き続けられる環境づくりは、ますます重要となっています。
　私も、現場の声を国政にしっかりと届け、皆様の活動を後押しできる政策の実現に向け、全力で取り組んでまいります。

参議院議員
石田 まさひろ

　東京都看護連盟の皆様、日頃より多大なるご支援を賜り誠にありがとうございます。
　国会議員等400名以上の参加の下、看護問題対策議員連盟（看議連）を開催しました。各看
護団体から要望があり、特に日本看護連盟・協会から、離島・へき地の看護活動や養成課程、
医療提供体制等について要望がありました。これを踏まえ、過疎地域の医療提供体制確保に
向けた看護職員の活用や、地方での人材確保に向けたプロジェクトチームが看議連内に設置
されることとなりました。
　また、看護学校では受験者数の減少や定員割れが続き、学校運営が困難となる事例も見ら
れています。地域によっては新人看護師の確保が難しく、看護職員の地域偏在が深刻な課題
となっています。厚生労働委員会でこの問題を取り上げ、看護職員の養成・確保のあり方につ
いて抜本的な検討を訴えました。その結果、厚生労働省では「2040年に向けた看護職員の養

成確保のあり方に関する検討会」が設置され、令和8年度内の取りまとめに向けた議論が進んでいます。
看護職員が安定的に確保され、その力を十分に発揮できる環境整備に向け、引き続き尽力してまいります。

参議院議員
友納 りお

　東京都看護連盟の皆さま、こんにちは。
　日頃より医療の最前線でご尽力いただいておりますことに、心より敬意と感謝を申し上げま
す。現在は環境大臣政務官としての公務に加え、医療・看護政策を中心に日々全力で取り組
んでおります。
　厚生労働省では、2040年を見据えた看護職員の養成・確保の在り方に関する検討会が始ま
りました。少子高齢化が進む中、人材確保や、働き続けられる職場環境の整備、専門性の向上
は喫緊の課題です。また、自然災害時の支援や超高齢社会の進展に伴う在宅医療・介護ニー
ズの増加など、看護職に求められる役割は一層大きなものとなっています。
　皆さまが安心して力を発揮できる環境整備にしっかり取り組むとともに、産後ケアを中心と
した妊産婦のメンタルヘルス支援や、若者支援に取り組む議員連盟の立ち上げなどを通じて、

誰もが安心して暮らせる社会づくりの実現に力を注いでいます。
　これからも現場の声を大切に、皆さまのお力になれるよう全力で取り組んでまいります。引き続きご指導、ご支援
を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。



研修会報告

東京都看護協会・東京都看護連盟　共催研修会

リーダー連絡員会

日　時：2026年3月21日（土）13：30～16：00
場　所：東京都看護協会　１AB研修室
講　師：厚生労働省保険局医療課　平野　真紀
参加者：328名（オンライン参加　274名）

テーマ：令和8年度診療報酬改定のポイント
  ―令和８年度診療鳳雛改定の視点―

視点１　物価や賃金、人手不足などの医療機関を取り巻く環境の変化への対応
視点２　2040年頃を見据えた医療機関の機能の分化・連携と地域における医療の確保、地域包括ケアシステムの推進
視点３　安心・安全での質の高い医療の推進
視点４　効率化・適正化を通じた医療保険制度の安全性・持続可能性の向上

テーマ：身体的拘束低減への取り組み
日　時：2026年1月24日（土）14：00～16：30
場　所：東邦大学医療センター大橋病院　臨床講堂
講　師：東京慈恵会医科大学西部医療センター
　　　  認知症看護認定看護師　細井　あゆみ
参加者：34名（オンライン参加10名）

＜感想＞
・抑制を行う前にその患者の生活背景や性格を考えたうえで、
不穏や転倒、挿入物自己抜去等の予防策を考えることが
患者の尊厳を守ることになると学んだ。
・患者の持っている力を引き出し、生活を整える視点や
意思を尊重する職場風土を維持していきたいと思った。
・スタッフへ認知症患者の身体抑制の指針や意識付け、
動機付けなどを行うことが拘束低減への一歩に繋がると
感じた。

・身体拘束について同じようなジレンマや困り事があるこ
とがわかりとても参考になった。
・カンファレンスや記録はフアシリテートや指導者を育て
るために必要なため継続させることが大切であると
思った。

テーマ：急変の予測と看護～症例を通して学ぼう～
日　時：2026年2月28日（土）14：00～16：30
場　所：東京都看護協会　302号室
講　師：東邦大学医療センター大橋病院
　　　  集中ケア認定看護師　須郷　惠美
参加者：36名（オンライン参加2名）

＜感想＞
・おかしいと感じてもうまくアセスメントが出来ず言語化
するのが難しかったが、アセスメントする力が身についた
気がする。
・患者のことを診る視点が勉強になり、迅速評価や病態予測
を念頭に入れて日頃のケアを行っていきたい。

・器具を使用せず、その場で意識、ABCで迅速に評価する
ことを実践していきたい。
・急変は代償の機転という視点に気づけて良かった。臨床で
も意識して活用していきたい。
・迅速評価を日々行い、急変を少しでも事前に防げるように
したいと思った。

日　時：2026年5月23日（土）14：00～16：30
場　所：東京消防庁スクワール麹町
参加者：73名
内　容：＜講義＞

テーマ：幹事・支部長・支部幹事長・施設連絡員の役割
　　　　組織の存在意義パーパスの作成
講　師：日本看護連盟常任幹事　福田淑江

　　　　 ＜地区会議＞
テーマ：各地区の具体的活動計画とパーパスの作成
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日　時：2026年6月20日（土）14：00～16：00
場　所：東京消防庁スクワール麹町
参加者：95名、委任状1290枚、来賓31名

東京都看護連盟通常総会

2026年度　東京都看護連盟役員・支部長

日　時：2026年7月29日（水）13：00～15：30
場　所：東京プリンスホテル
参加者：代議員７名

日本看護連盟通常総会

高野 ひろみ
小林 洋子

荻島 理恵子

佐藤 吟子
佐伯 真吾

成澤 知華穂

Ａ支部長　松本 貴子
Ａ支部長　森 智子　　　Ｂ支部長　有吉 奈良子
Ｃ支部長　菅野 真紀　　Ｄ支部長　比嘉 直子
Ａ支部長　潮 真規子　　Ｂ支部長　小倉 環
Ｃ支部長　篠 美奈子　　Ｄ支部長　野田 晶子
Ａ支部長　藤森 晴江　　Ｂ支部長　佐藤 吟子
北Ａ支部長　井上 理恵
南Ａ支部長　松崎 伊久子　　南Ｂ支部長　中原 順子
支部長　成澤 知華穂

東部地区幹事
南部地区幹事

西部地区幹事

中部地区幹事
多摩北・南地区幹事

青年部幹事

伊藤 由美子
細川 香代子
宮城 智賀子

会　長
副会長
幹事長

荻島 理恵子
野月 千春
平野 博美
岡部 眞由美

幹事（財務担当）
幹事（看護協会担当）
監事
監事

ひまわり会支部（ＯＢ会）　支部長　尾﨑 幹子

従来の内容を踏襲しつつ、レイアウト等の
見直しを行いました。
是非、ご覧いただきたいと思います。
左のＱＲコードからスマホでご覧ください。

【
公
式
サ
イ
ト
】

学生会員

会費無料

皆さまの
「いのち」と「健康」を

守るために
良い看護を！

賛助会員

https://www.tokyo-kangorenmei.jp/

office.tokyo@kango-renmei.gr.jp



「青年部交流会」が開催されました。今回は
3 回目を迎え、参加者は 51名と、回を重ねる
ごとに増えています！
全国の青年部メンバーがつながる、楽しい
交流の場となりました。
次回も開催予定です。ぜひご参加ください！





効率的な組織運営



今号では、研修会や総会など東京都

看護連盟の活動をご紹介しました。

研修会では、身体拘束低減や急変

予測など、日々の看護実践に役立つ

多くの学びが共有されました。また、

青年部は「ナース祭り」の活動に積極

的に取り組み、通りがかりの方々が

足を止めて話を聞いてくださる場面も

見られました。看護への関心や理解

を広げる活動の大切さを改めて感じ

ています。

これからも会員の皆さまとともに学び、

つながり、看護の未来につながる

活動を発信してまいります。

広報委員長　佐伯 真吾

【編集後記】

2026年度研修計画

2001年に「看護連盟東京支部だより」の発行を開始し、2005年

に「東京れんめい」へ名称を変更し、2023年8月に「東京れんめい

50号」を発行することが出来ました。

これからもより良い機関誌にするために皆様からのご意見を

伺いたいと思います。QRコードから皆様の声を聞かせて下さい。

＜機関誌「東京れんめい」に関するご意見を聞かせて下さい＞
＜広報委員会＞
委員長　佐伯　真吾
委員　窪田　和巳

　委員　戸鹿里文子
　新委員　柳原　孝彦

「看護師の思考を学ぶ～思考発話の実践～」
日　時：2026年7月11日（土）14：00～16：00
会　場：東京都看護協会302号室

「基礎から学ぶ心不全の看護」
日　時：2026年10月3日（土）14：00～16：00
会　場：東京都看護協会302号室

「看護師のための急変対応、初めの一歩
～その変化、見逃していませんか～」
日　時：2026年12月5日（土）14：00～16：00
会　場：東京都看護協会301号室

「急変時に慌てない！ショック対応と報告のコツ」
～急変のその先へ症例を通して学ぼう～
日　時：2027年1月23日（土）14：00～16：00
会　場：東京都看護協会301号室

現場の声を聞かせて下さい「現場の声」をお聞かせください
［対象］病院、診療所、訪問看護ステーション、介護施設などに勤務する看護職

2 0 2 6 年度
賛助会員になられた会社

株式会社　Timee
株式会社　OPERe
フオ―ク株式会社

賛助会員としてご入会下さい。
よろしくお願いいたします
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